






































































































「 」 、別の争点が 国語科 を有機的な構造体として捉え直させる豊かな視点を内在させており
今なおこれらの議論から学ぶことは多い。
第６章 「文学編」「言語編」分冊教科書のねらいと発行状況
「文学編 「言語編」分冊教科書は、 年間のうちに中学校では 社より計 点、」 10 10 114


























































































書房）記事 「現代文学習深化のために１～５」に詳しい 「科学の現代的性格」はそうした問題意識、 。




― ―第 章 高度経済成長下の古典教育 益田勝実古典教育論の可能性13
戦後の国語教育の明確な方向性は「古典からの解放」にあった。しかし、中等教育段階















































を 読む という旧来通りの国語教育観がそのまま維持・継続されていく余地があり 話「 」 、「







十分な現場の教師を混乱させたことを、主として当時の教科書 「文学編 「言語編」― 」
分冊教科書 の分析を通して明らかにした。教科構造の観点が現場に十分浸透していな―
かったために結果として失敗に終わった事例だが、特に「言語編」における表現活動の多
彩さやメディアへの注目、学習活動の展開に留意した叙述等、その内容と編集の特性には
今日においても目を見張るものがあり、改めて注目するに値することを指摘した。
第三に、高度経済成長期の「国語科」の科目構成は、そうした発足期の問題点をある程
度踏まえた形で新たに提起されたが、経験主義からの揺り戻しとともに高校進学率の増加
とが相俟って、実質的には読解指導に特化しながら 〈 現代国語」／古典科目〉という、「
強固な二分化イメージを形成してしまったことを指摘した。とりわけ古典教育の意義や方
法の不透明さはこの時期以降、より顕著になる。その際、益田勝実の古典教育論が、外在
化される言語活動を主体の内部で支えることばの力の育成に古典教育の存在意義を見いだ
した点や、訓詁注釈と逐語訳の授業からの解放を方法論として明確に提起した点等に、打
開のヒントを見いだした。
